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“Murasaki Shikibu at Ishiyama –dera” and “Genji Monogatari Kyouenki”
Yayoi KATAGIR
Department of Art Management,Faculty of Cultural Policy and Management
　“Genji Monogatari Kyouenki” is a document of the party on November 11, 1560 which Kujou Tanemichi had after “Genji Monogatari” 
lectures by Sanjounishi Kineda. In that party, the painting of Murasaki Shikibu at Ishiyama-dera, gazing out at the moon gleaming on the 
lake to draw inspiration of the story from the scene, was hung on the wall. 
　The painting is considered to be the one in the Archives and Mausolea Department of the Imperial Household Agency. The picture in 
the Archive proved to be painted by Tosa Mitsumoto, which is his only existing work. And it was the model of many paintings of “Murasaki 
Shikibu Gazing at the moon” in Edo period . We can know by “Genji Monogatari Kyouenki”, attendance at the party composed waka-
poems of the 54 chapter titles of “Genji Monogatari”, and waka-poems to praise the Kannon in front of the painting of Murasaki Shikibu. 
So the party was influenced by Genji Kuyou(hold a service for a departed soul of Murasaki Shikibu ) since Heian period, and the idea that 
Murasaki Shikibu was the incarnation of  the Kannon since Kamakura period. 
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図8　土佐光起　紫式部観月図（石山寺蔵）
図6　紫式部石山詣図　部分
図7　桑実寺縁起絵巻下巻第１段　部分（桑実寺蔵）
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図5　伊勢物語画帖のうち河内越（鉄心斎文庫蔵）
図4　紫式部石山詣図　部分
図3　三条西公条　詠草部分
図２　紫式部石山詣図　讃部分
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図１　紫式部石山詣図（宮内庁書陵部蔵）
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注１
	
『群書類従』十七所収。 『源氏物語竟宴記』については伊井春樹『源氏物語注釈史の研究』第二部第二章第五節「九条稙通と『源氏物語竟宴記』 」 （桜楓社
　
一九八〇年）参照。
２
	
稙通は三条西実隆の娘保子と九条尚経の間に生まれ、実隆の息子である公条は叔父にあたる。九条稙通の生涯については、井上宗雄「九条稙通の生涯」 『孟津抄』下巻（桜楓社
　
一九八二年）参照。
３
	
「石山寺縁起絵巻」第四巻第一段の詞書は以下の通り。
	
紫式部ハ、右少辦藤原為時朝臣が女、上東門院の女房 侍けるに、一條院の御をば、選子内親王よりめづらしからん物語や侍と、女院申されたりけるを 式部におほせられて、つくらせられけれバ、この事を祈申さむ 、當寺七ヶ日こもり侍けるに、水うミのかたはるばるとみわ されて、 心すミて まざまの風情、 眼にさへぎり 心にうか けるを、とりあへぬ程にて、料紙などの用意もなかりければ、大般若 料紙の内陣 ありけるを、心の中に本尊に申うけて、思あへぬ風情を書つゞけける。彼罪障懺悔のために 大般若経を一部かきて、奉納し る。いまに當寺にありとぞ。この物語かきけるところをバ源氏の間と名付け その所かはらず有なる。彼式部をば日本紀の局とて、観音の化身とも申しつたえ侍り。
４
	
拙稿Ａ「天台四門の賛をもつ紫式部図―伝狩野孝信筆本を中心に―」 『石山寺と紫式部―源氏物語 世界―』 （大本山石山寺
　
一九九一年） 、 Ｂ 「石山寺の紫式部図と源氏絵」 『石
山寺の美―観音・紫式部・源氏物語』 （大本山石山 、 株式会社アートワン
　
二〇〇八年） 、
Ｃ「紫式部図再考―源氏物語起筆伝説 石山寺 」 『第
36回美術講演会講演録』 （鹿島美
術財団
　
二〇〇九年）
５
	
五十嵐公一『京狩野三代
　
生き残りの物語
　
山楽・山雪・永納と九条幸家』 （吉川弘文
館
　
二〇一二年）
６
	
杉本まゆ子「三条西公条讃紫式部石山詣図幅に い 」 『瞿麦』二五号（日本女子大学
　
二〇一〇年）
７
	
伊井春樹氏は注１前掲書でこの賛 前半を稙通筆、後半を公条筆とされ が、一筆でありすべて公条の筆によるものである。
８
	
群書類従本の写し間違いを正しく記している。
９
	
『日本書蹟大鑑』第十巻図版
47～
52（講談社
　
一九七八年） 。なお、後述する「詠草」は
図
49、 「短冊」は図
52。
10	
『石山寺資料叢書』文学篇第一（法蔵館
　
一九九六年）
11	
「土佐文書」に光元を左近衛将監に任ずという天文十年二月二日付の口宣案が存在する。伊井春樹氏は注１前掲書において、左近衛将監を光元の父光茂と解されているが、光茂は当時刑部大輔である。
12	
「源氏物語画帖」 （京都国立博物館蔵） 、 「源氏物語画帖」 （根津美術館蔵） 、 「一の谷合戦図屏風」などがあるが、それぞれの画風 異なる。
13	
光茂、光元の生涯については吉田友之「絵所のゆくえ―土佐 茂試論―」 （一）～（三）『芸術論究』第一、 二、 三編（一九七一、 七三 七五年）参照。
14	
「当麻寺縁起絵巻」の全巻のカラー図版は、奈良国立博物館『當麻寺
　
極楽浄土へのあ
こがれ』 （二〇一三年）図
11、
68、 「桑実寺縁起絵巻」の全巻のカラー図版は『続日本絵
巻大成
13　
桑実寺縁起・道成寺縁起』 （中央公論新社
　
一九八二年）に掲載。
15	
髙松良幸「金雲の形態的変遷に関す 一考察―仁和寺蔵「車争い図」屏風 中心に 」『フィロカリア』第８号（一九九一年） 、相澤正彦「伝土佐光茂筆 車争 図屏風 の筆者問題について」 『国華』 一九八号（一九九五年） 。なおこ 時、光茂が屏風絵制作に忙しかったので、本図を息子の光元が担当したとも考えら る。
16	
土屋貴裕「鉄心斎文庫蔵「伊勢物語画帖」 」 『美術研究』三九九号（二〇一〇年）
17	
相澤正彦氏は第四 の画風は「鶴草紙 （京都国立博物館蔵 「狐草紙」 どのそれと近似し、筆者を光信とは異なる土佐派の有力絵師とされる（ 「石山寺縁起 巻第四・五巻絵師について」 『日本美術史の杜』竹林舎
　
二〇〇八年） 。また高岸輝氏はこの絵師を土
佐行定と推定されるが、行定 確かな遺作がない現状では判断 きない（ 『室町王権と絵画―初期土佐派研究』 九章第二節
　
京都大学学術出版会
　
二〇〇四年） 。
18	
梅津次郎「石山寺縁起絵について」 『新修日本絵巻物全集
22　
石山寺縁起絵』 （角川書店
　
一九七九年）
19	
寺本直彦『源氏物語受容史論考
　
正編』後編第三節「源氏講式について」 （風間書房
　
一九七〇年） 、伊井春樹『源氏物語の伝説』 （昭和出版
　
一九七六年） 、同注１前掲書。
20	
『今鏡』に紫式部を妙音観音の化身と捉える考え方が記されるが、鎌倉時代末には
	 注３
の「石山 縁起絵巻詞書」にも見られ、 『原中最秘抄』に「石山の観音の御誓ひにて、作りいだしたりと言へり。あるいは作者観音の化身ともいへり」とあるなど、注釈書などにも記載され広まっていく。
21	
伊井春樹注１前掲書第二部第二章第二節「甘露寺親長の源氏物語竟宴歌―『源氏物語目録歌』の成立」 、
22	
伊井春樹注１前掲書第二部第二章第四節「実隆の『詠源氏物語巻々和歌』
23	
注
22前掲書
24	
源氏供養については、注
19前掲書参照。
25	
『藤原隆信朝臣集』 『新勅撰集 隆信の母が行った源氏供養に隆信、藤原宗家が詠んだ一品経和歌が見られる。注
19前掲書参照。
26	
『源氏物語』五十四帖を並びの巻を立てて二十八巻とし、それぞれを二十八品にあてたと考えられる。鎌倉時代の説話集『今物語』の源氏供養に 源氏 物語の名を具して、なもあみだ仏といふ歌を巻毎に人々によませて」という記述がある。注
19前掲書参照。
27	
注
19寺本前掲書によると文永九年（一二七二）から永仁元年（一二九三）の間のことと
される。
28	
柿本講式については山田昭全「柿本人麿影供の成立と展開―仏教と文学との接触に視点を置いて―」 『大正大学研究紀要（文学部・仏教学部） 』五一号（一九六六年） 、 が詳しい。なお柿本講式は人麿影供として始まったもの 仏教的な展開である。
29	
注
19伊井前掲書。
30	
武笠朗氏は源氏供養の流行が和装の普賢十羅刹女図像の成立に関与した可能性を指摘される。 「源氏供養と普賢十羅刹女像」 『源氏物語と江戸文化―可視化される雅俗』 （森話社
　
二〇〇八年）
31	
紫式部図がこれ以前に源氏供養などで飾られなかったわけではな と思われる。石山寺にはほぼ同じ頃か、ややさかのぼる室町時代 制作と考えられる「紫式部聖像 呼ばれる作品が伝来するが、この式部像の場合は机の前に柳の枝 しきも をさ 鉢を描くことで観音との関連を示すと考えられて る。注４拙稿Ｂ、Ｃ参照
図３・５・７・８は左記より転載した。　
図３『日本書蹟大鑑』第十巻（講談社
　
一九七八年）
　
図５『美術研究』三九九号（二〇一〇年）
　
図７『続日本絵巻大成
13　
桑実寺縁起・道成寺縁起』 （中央公論新社
　
一九八二年）
　
図８『石山寺の美―観音・紫式部・源氏物語』 （大本山石山寺、株式会社アートワン
	
　
二〇〇八年）
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で分担して詠んでいる。 『親長卿記』などには「為供養」 「准供養」とはっきり記されており、これが源氏供養として行われたことは明らかである。次に注目すべきは三条西実隆が天文二年（一五三三）十一月二十七日に石山寺の観音に奉納した 詠源氏物語巻々和歌』である
２２。
これは実隆が東素経に対して行った『源氏物語』講釈が終了し のを記念して、五十五首を一人で詠んだものであった。実隆七十九歳の晩年であり、これが最後の講釈となる予感もあったのであろうという指摘がある
２３。実隆はこの時石山寺の本尊如意輪観音の名号を各句の沓
と冠に置いた沓冠歌も奉納している。稙通の竟宴はこれらの影響下に行われたの ろう。いずれの巻名和歌も『源氏物語』の書写やの終了を記念している。また実隆の場合は巻名和歌を石山寺に奉納したり、如意輪観音の沓冠歌を同時に奉納しており、石山寺参籠伝説や紫式部観音化身説を強く意識した の なっている。これは稙通 石山寺参籠伝説を描い 本図の前で観音法楽和歌を詠んだのと同じ意識下にあると言えよう。　
親長の和歌会にもその影響が窺える「源氏供養」
24についての古い
記述は『宝物集』 （平康頼編、原形は治承年間成立か） 見られる。ここでは『源氏物語』という「虚言」を書 たため地獄 落ち 苦しむ紫式部を供養するため、源氏物語を破り捨て経を書き歌詠みたちが供養したとしている。また安居院澄憲作とされ 『源氏一品経』には紫式部とその読者を救うため「殊勧道俗貴賎 写法花廿八品之真文、 々端図源氏一篇、蓋転欠欠為菩薩也、経品々即宛物語篇目」とある。すなわち法華経二十八品 書写し、その見返しに二十八品それぞれにあてた源氏物語各巻の絵 描 たということであろう。実際紫式部の供養のため法華経二十八品を題に歌を詠むこ が 安時代末頃に 行われていたが
２5、次第に二十八品に『源氏物語』の巻名をあて歌を詠む
ようになっていったらしい
２６。ここに巻名和歌と源氏供養とのつなが
りも成立するのであるが、初期 源氏 は、あくまでも狂言綺語罪のため地獄に落ちた式部や読者を救うためのものであった。　
また鎌倉時代十三世紀の『権中納言実材卿母集』に、 「源氏のものか
たりをあさ夕見侍りしころ、むらさき きふ 夢に見侍りて かの菩薩のために、法華経供 せさせなとして、講をこなひ侍りし時」 「源氏講式をかきて、あねむすめのもとへやると 」といっ 詞書をもつ一連の和歌 やり取りが含まれる
２７。これは先ほどの源氏供養を継承し
たものであると考えられるが、 「かの菩薩のため 紫式部を菩薩と捉えている点が平安時代末 例とは異 り、紫 観音化身説の影響が見られる。　
また「講をこなひ」 「源氏講式をかきて」とあるが、 「講」とはこの場
合紫式部を供養する法会、 「講式」とは講で読まれる紫式部や『源氏物語』をたたえる、澄憲の息子聖覚の作とされる『源氏表白』のようなもの、またはそれを含む全体の式次第をさすのであろう。このような仏教的な儀式が文学の世界に応用された同種の例として、当時行われていた「柿本講式」があげられ
２８。 「柿本講式」は歌聖である柿本人
麿を供養する儀式であるが、 その次第の冒頭に「先可奉懸真影」とあり、柿本人麿図を懸けて行われたことがわかる。その後 「伝供」 「惣礼頌」 「着座」 「法用」 「表白」 と続く。源氏講式 ついては明らかではないが、同じようなものではなかったか。 「柿本講式」 成立は院政期から鎌倉時代初期と考えられており 源氏供養の成立と近い時期である。伊井春樹氏は「柿本講式」の記述 ら、源氏講式においても紫式部図を懸けて行っていた可能性 指摘されている
２９、院政期や鎌倉時代に行
われた源氏供養において、紫式部図が本尊として懸けられ いたという記録はない。一方この頃の源氏供養は法華経の一品経供養であるが、そのような一品経 の本尊としては普賢菩薩像、ま は普賢十羅刹女像が使用された可能性が高 ことが武笠朗氏によって提示されている
３０。しかしいつの頃からか、紫式部図を本尊とした可能性も十分に
あると考える。　
稙通の源氏物語竟宴の場合、平安時代末から鎌倉時代に行われてい
た源氏供養の法華経供養の部分は行われなかったと考えられるが 巻名和歌を詠むという部分は継承される。ま 既に鎌倉時代の実材卿母の源氏供養に紫式部観音化身説 影響が見えるが、源氏物語竟宴の場合、観音の化身である式部を、如意輪観音を本尊とする石山寺 舞台に描いた本図を前 観音法楽を行っている。これは紫式部観音化身説をよりわかりやすく示した構成にな と言えよう
３１。
　
本図は後に継承される「紫式部観月図」などと称される一群の作品
の規範となる作品であると同時に、平安時代以来の を継承しつつ新たに紫式部観音化身説 具現化した「源氏物語竟宴」と 場で享受されたことが明らかな点、興味深い作品である。また従来不明であった土佐光元の唯一確実 作品と ても貴重 るといえよう。
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の活躍が多くなったと推測できることが考えられよう。　
本図の画風は、光元の父光茂のそれにかなり近似したものであるこ
とがわかる。土佐光茂の確実な作としては、 享禄四年（一五三一）の「当麻寺縁起絵巻」三巻（当麻寺蔵） 、 同五年の「桑実寺縁起絵巻」二巻（桑実寺蔵）がある
１４。いずれも本図制作より三十年近く前の作品であるが、
光茂の画風確立を示す作品といえよう。また本図が描かれたのと同年に光茂は『源氏物語』の「車争図屏風」を描いているこ 、 『御湯殿上日記』から知られるが、まさし この屏風と考えられ 作品が現在仁和寺 伝わる「車争図屏風」である
１５。ただ「車争図屏風」は大画
面の金碧画であり、本図とは比較しづらい部分もある。おもに先 二点の絵巻を中心に比較を行う。　
まず紫式部の顔であるが、引目鉤鼻で愛らしく描かれている（図４） 。
やや面長で眉と目の間隔を広く表すやり方は、祖父光信の頃からの特徴である。例えば光茂の「当麻 縁起絵巻」中巻の中将姫 描写にも通じるが、より近いのはテーマの親近性もあろうが 最近土佐光茂工房の作とされた「伊勢物語画帖」 （鉄心斎文庫蔵）
１６に描かれる女性の
姿である（図５） 。　
次に山や岩の描写を見てみたい（図６） 。式部のいる建物の背後の山
を見ると、ごつごつとした山の形や手前手前に山形を重ねて立体感を表出しようとする感覚は「当麻寺縁起絵巻」や「桑実 に共通する。山肌に墨で筆を重ねて皴 表現をするのも同様である（図７） 。この な岩 表現 光茂の個性 考えてよく の筆者がその影響下にあ のは明らかである。　
金泥を霞状に引くのも、 「桑実寺縁起絵巻」に群青のすやり霞との併
用で行われており、また先述した「伊勢物語画帖」でも行われている。ただ光茂作品に較べると全体に筆力が弱い いうことは言えよう。岩の輪郭なども光茂のそれが抑揚があり力を感じさせる に較べおとなしい。樹木の描写や湖の波の描写にもそれは言えよう ように本図は光茂の影響下にある絵師の筆になるのは明らかであり、それが光元であると考えても問題ないと思われ 。　
光元筆とされる伝承作品には、例えば「源氏物語画帖」でも、京都
国立博物館蔵、根津美術館蔵 も など あげられるが、これらはそれぞれ異なった特徴をもつ。土佐光吉 源氏絵より古様を感 せものに、光元筆の伝承がつけられた にすぎない であるが、これら伝承作品に本図と共通する画風を示す物を見出す はできない。本図により光元が 茂の画風をかなり忠実 継承していたこと 窺えのであり、今後安易に伝光元といった名付けは慎む きであろう。
三、源氏物語享受史における「紫式部石山寺詣図」の意味　
本図は先述したように源氏物語起筆伝説のうちの石山寺参籠伝説に
よるものであるが、これを絵画化した現存最古の作品は、 「石山寺縁起絵巻」第四巻第一段である。詞書に続いて御簾を片よせ戸外を眺めやる式部の姿が描かれ 。画面左方には霞の間に寺の建物がのぞき、山門の外には満月が映る琵琶湖が描かれる。四紙にわたる絵巻の横長画面を生かした構図であ 。 「石山寺縁起絵巻」第四巻は、鎌倉時代正中年間（一三二四～二六）に描かれたとさ る一、 二、 三 とは異なり、室町時代、明応六年（一 九七）に制作 た。詞書は、 条西公条の父、九条稙通にとっては祖父 当たる三条西実隆が執筆した。絵は土佐光元の祖父にあたる土佐光信が いたとされてきたが、光信の他作品とは画風が異なり、土佐派の別 絵師を想定する研究者もいる
１７。
しかし第四巻の絵画化はこの時始めてではなかったかもしれない。 「石山寺縁起絵巻」全七巻の詞書のみを鎌倉時代末ごろに書写し ものが別に存在し、 巻の詞書も正中年間に成立しており、その時 一、 二三巻とともに一旦絵画化もされた可能性もある
１８。
　
絵巻ではなく掛軸に、石山寺参籠伝説に従い石山寺や琵琶湖の景と
ともに描かれた紫式部図としては、本図は現存最古のものとなる。このような紫式部図は江戸時代に多く描か 、浮世絵 も描かれるようになる。本図の図様 例えば土佐光起の 「紫式部観月図」 （石山寺蔵） （図８）にほぼそのまま踏襲され、 派のなかで継承され、そ 他 流派にも影響を与えたこ がわかる。　
このように近世に大量に描かれる紫式部図につながるものとして、
本図は位置づけられる である 、一方で九条稙通 行っ 源氏物語竟宴には、平安時代末頃から行わ ていた源氏供養、源氏講式 名残を見る考え方もある
１９。
　
稙通が行った竟宴は、 「此物語に心をかけぬ人なければ貴賎をえらば
ずこの巻の名を探題 して」とあるように、 まず五十五人が『源氏物語』の「雲隠巻」を含む五十五巻を題に、巻名和歌を詠んだものであった。その後「観音法楽として影前に 三十首を講」じた 、この影前というのは本図を前にしてということであり、 「観音法楽」とある 紫式部が観音 化身であるという紫式部観音化身説 よるのであろう
２０。
　
まずこれ以前の室町時代における巻名和歌の詠まれ方を見てみると、
稙通の竟宴と共通する部分があるものがある。例えば甘露寺親長が文明十八年（一四八六）二月十九日に催した源氏供養和歌会 おけ それである
２１。これは親長が『源氏物語』全巻の一筆新写を記念して行っ
たものであるが、やはり「雲隠巻」 含む五十五巻の巻名歌を十五
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た極め書きと土佐家系図光元伝の写しがある。また寛政九年 （一七九七）七月上旬に九条家の御道具方が伝来について記した覚書がある。それによると『家司詰所日記』に明暦三年（一六五七）六月十五日に太閤（条幸家）が御文庫から本図を取りだしたという記載があり、それまで九条家 存在したことは確かであるが、いずれの時か一旦外に出、近年また九条 に返却された いう。このように箱書や添え状から一時は外に出ていたことがあったが、九条 に伝わったことが確かな作品である。宮内庁書陵部には九条家から多くの古典籍や史料がおさめられており、その中 含まれていたものと思われる。　
では画面を見てみよう（図１） 。画面向かって右側に屋台をおき、扉
を開き御簾を巻き上げた端近 紫式部が机の前に座る様子を描く。机の上には巻物が二巻と硯箱、机の傍らには巻物 入った箱が見える。おそらく式部がその裏に執筆を始めた いう大般若経の経巻であろう屋台の外にはさざ波 たてた湖水が描かれる。背後には山がそびえるが、ちらち と紅葉の樹木が交じるのは八月十五夜 いう秋 季節を表している であろう。山の左上 は銀泥で満 描かれ、それ 湖水にも映っている。金泥が霞状にひかれ、落ち着い なかに 華やかさを演出 。まさしく先述し 石山寺参籠伝説を絵画化したものといえよう。　
画面上部には次のような賛が記される。
　　
紫式部者越前守為時
　　
女也候
　
上東門院焉
　　
古傳云上東門院令式部
　　
作源氏物語 詣石山
　　
寺祈之于時八月十五夜也
　　
遥見湖水之月趣向忽然
　　
生則須磨明石两巻書之
　　
帰京録之終一部 功 々
　　
爰九條入道博陸殿下耽翫此
　　
物語年久矣予亦至七旬餘之
　　
頽齢猶手之不癈以元凱 癖
　　
頃詣殿下讀申之殿下不獲止命
　　
畫工圖之維時永禄三仲冬五日
　
あけうはふ色はあやしなさく藤のさかへ
　
久しきやとにうつして
　　
仍覚
賛の前半八行はやはり石山寺参籠伝説を記す。後半は自分も稙通も長年
『源氏物語』に親しみ学んできたが、今回稙通に自分が源氏物語の講釈を行い、それを終わったことで画工に命じこの絵を描かせたことを記し、最後に和歌一首を加える。最後の署名、仍覚は公条の法名であり、この賛は公条によって書かれたことがわかる
７。永禄三年仲冬五日は源
氏物語講釈が終了した日であり、その日のために稙通が 公条に賛を求めたのであろう。右端冒頭はゆっ りと書き進めているが、後半スペースが足りなくな たの やや詰まり気味 なる。　
この賛文は『源氏物語竟宴記』に載せられた賛文と同一であるが
８、
本図がまさ 『源氏物語竟宴記』に記載される紫式部図 原本であるかどうか、まずその賛の筆跡から検討し みたい。三条西公条の筆跡としては『日本書蹟大鑑』所載 ものが知られるが
９、やはり父実隆の
書流の影響が大きい。 「仍覚」の署名をもつ天文十三年（一五四四）の出家後の筆である「詠草」 「短冊」と比較すると、本図の賛 「仍覚」の署名や賛最後の和歌一首の字配りなどが近似する 「詠草」一首にみられる「藤」 さかへ」 「やと」といっ 本図 和歌と共通する文字などからみても同一人の筆と見てよいであろう（図２ 図３）またやはり公条真筆と考えられ、 共通する文字 多 『石山月見記』 石山寺蔵、天文二四年〈一五五五〉 ）
１０と比較しても、同一筆跡と考えて
よいと考えられる。後世の模本などではなく、三条西公条 賛が施された原本と考えて問題ない。二、土佐光元の画風　
では次に本図の絵の筆者について考えてみたい。本図 に 単に
「命畫工」とあるのみであるが、 『源氏物語竟宴記』では「絵所土佐将監に図さしむ」とある。先述したように、永禄三年当時の土佐将監は、天文十年（一五四一）に左近衛将監に任ぜられた土佐光元である
１１。土
佐光元（～一五六九）は当時宮廷絵所預であった土佐光茂 息子である。しかしその画業については明らかでない部分が大きい。記録の上で彼が描いたことが明らかな作品は、 『御湯殿上日記』永禄六年（一 六三）六月一日条などにみられる くつかの扇面画以外は、 『源氏物語竟宴記』に登場する「紫式部図」 、すなわち本図 みである。ま 実作品も数点の伝承作品はある
１２、光元真筆と考えられる作品は存在しな
い。彼は絵師であり がら、永禄十二年（一五六九）八月 木下藤吉郎の但馬への出陣に加わり戦没。後継者を失った父 茂は、土佐家「諸職之事、并代々絵本、證文、知行等」を弟子玄二（のちの土佐光吉）に譲り光元の三人 遺児の養育を託すこと なるので
１３。光元の
作品が少ない理由に 、彼が早逝 たこと、あ 時期から武士として
「紫式部石山詣図」 （宮内庁書陵部蔵）と『源氏物語竟宴記』片桐
　
弥生
文化政策学部芸術文化学科　『源氏物語竟宴記』は九条稙通が叔父である三条西公条の源氏物語講釈を聴聞し終えたのを記念して、永禄三年（一五六〇）十一月十一日に行った竟宴の記録である。この竟宴では、紫式部が石山寺に参籠し湖上に映る月をみて『源氏物語』を発想した様子を描かせた掛軸がかけられたが、まさしくこの時の紫式部図と考えられる作品が宮内庁書陵部に現存する。本稿では、まず本図が『源氏物語竟宴記』に記載される作品であることを確認したうえで、絵の筆者が土佐光元であると考えて問題ないこと、また本図は江戸時代以降に多く描かれた「紫式部観月図」などと称される一連の作品の規範とな 作品であることを示す。加えて本図が飾られた「源氏物語竟宴」の場が、平安時代以来の源氏供養などの『源氏物語』享受の歴史のなかでどのような意味があるか明らかにする。はじめに　『源氏物語竟宴記』
１は九条稙
たね
通みち
（一五〇七～九四）が叔父である三
条西公
きん
条えだ
２（一四八七～一五六三）の源氏物語講釈を聴聞し終えたのを
記念して、永禄三年（一五六〇）十一月十一日に行った竟宴 記録である。稙通は弘治元年（一五五五）閏十月から二条晴良をさそって講釈を受け始めたが、永禄元年（一五五八）六 家領のある泉州の戦乱のため彼の地に赴き中断し、再び三年九月に京都に戻り再開、十一五日に終了した。これを喜び「仍冥慮を感じ、石山寺を図して此趣向を思ひめぐらすかたち、則如意輪観音の尊像を観じて、絵所土佐将監に図さしむ」とあるように、石山寺で紫式部が『源氏物語』の構想を練る様子を描かせ の時筆をとった土佐将監 天文十年（一五四一）に左近衛将監に任ぜられた土佐光元（～一五六九）と考えられる。この紫式部図には三条西公条による賛が施され、その前で源氏物語の巻名和歌、観音法楽和歌、連歌百韻が詠じられたという。　
この紫式部図は「石山寺を図して紫式部此趣向を思ひめぐらすかた
ち」とあるように、また公条の賛に「上東門院令式部作源氏物語。詣石山寺祈之。于時八月十五夜也。遥見湖水之月趣向忽然生。則須磨明石両巻書之 いわゆる源氏物語起筆伝説のうち石山寺参籠伝説によったものである。すなわち上東門院彰子 新しい物語を作るように求められた式部が石山寺に参籠し祈念した ころ、八月十五夜に琵琶湖に映る月を見て着想し 「須磨」 「明石」の巻から『源氏物語』を書き始めたという伝承で 。この伝承は「石山寺縁起絵巻」第四巻第一段 描かれ
３、また『源氏物語』の古系図や注釈書、梗概書など
に「源氏物語のおこり」として附載され、広く知られていた。　
私は以前「紫式部図」について論考を発表した際、この時に描かれ
た「紫式部図」が石山寺参籠伝説をもとにした石山寺で式部が湖上の月を見て源氏物語を執筆する 様子 描いたも と考え 江戸時代になって多く描かれる「紫式部観月図 「紫式部 観月図」など
と呼称される、一連の作品に先行するものとした
４。しかしこの作品そ
のものはすでに失われてしまったものと諦めてい 。　
ところが最近出版された『京狩野三代
　
生き残りの物語―山楽・山雪・
永納と九条幸家』のなかで、著者の五十嵐公一氏は九条幸家の祖父稙通に関連する事蹟としてこの源氏物語竟宴を示し、宮内庁書陵部にこの時の「紫式部図」が現存すると挿図をあげて紹介された
５。実は国文
学の世界でもすでに杉本まゆ子氏による簡単な紹介も行わ ていたのであるが
６、両氏ともこの式部図の絵の内容、描写、筆者等については
詳しい検討は行われていない。　
今回私は宮内庁書陵部に本図を調査する機会をいただいた。その結
果を踏まえ本図がまず『源氏物語竟宴記』 記載される紫式部図そのものなのかまず確認したうえで、その筆者について検討したい。もし本図が『源氏物語竟宴記』に記される紫式部図 あ なら、そ 絵の筆者は土佐光元となり、この作品が光元唯一の真筆ということになる。絵師でありながら永禄十二年（一五六九）に戦死し、今まで伝承作品のみ知られていた の実際の画風が明らかになる である。また紫式部図の系譜の中でのこの作品はど よ に位置づけられるのか 加えて『源氏物語竟宴記』からその使用状況が明らかであることから、 『源氏物語』享受 なかでどのような意味がある か考えてみたい。一、宮内庁書陵部蔵「紫式部石山詣図」 伝来と内容　
本図は宮内庁書陵部では「紫式部石山詣図幅」と題されているので、
本稿でもそれに従い「紫式 石山詣図」と以下称する（函架番号は―一〇一九） 。紙本着色で縦八五・四センチ、横四八・二センチ。箱蓋表に「紫式部詣石山寺録源氏物語之
　
土佐左近将監光元画
　
称名院右
大臣公条公入道仍覚御詠歌」 、蓋裏には 九条家」と墨書する。附属品として 「画所預」 の表書のある包紙があり、 なかには寛政元年 （一七八九）閏六月に土佐光貞（ 七三八～一八〇六） 本図を土佐光元筆と極め
静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.14　2013176
